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【本研究のポイント】 

・円偏光構造色注 1）と円偏光発光(CPL)
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【研究背景と内容】 

ユニークな円偏光発光（CPL）特性を持つ材料の開発は、先端材料科学における有望だ

が挑戦的なフロンティアであり、これらの材料はその興味深いキラリティにより極めて重

要な応用が期待されています。最近の研究では、内部または外部環境の変化によってキ

ラリティ反転が可能な CPL 材料に焦点が当てられており、これによって応用の可能性が

広がっています。これらの研究では、キラルドーパント濃度を変化させることで、キラルポ

リマーのキラリティを制御しています。しかし、キラルドーパント濃度による CPL のキラリ

ティ反転は報告されていません。本研究では、偏光可能な構造色と CPL を示す FCLC の

調製について報告し、キラルドーパント量を変化させることで CPL の方向が反転し、偏光

可能な構造色と CPL の回転方向が揃うか、あるいは異なる系が得られることを実証しま

した。この研究により、CPL のキラリティ反転プロセスにおいて、ねじれ粒界相注 5）形成が

重要な役割を果たすことが確認されました。さらに、蛍光性コレステリック液晶粒子のユ

ニークなキラル構造色と蛍光を利用して、洗練された二重検証システムを開発しました。

円偏光構造色と円偏光発光の両方を利用するこのシステムは、高額商品の偽造防止を強
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図 2. 図 1 の化合物を用いて合成した円偏光構造色と円偏光発光を示すマイクロメーターサイズの球

状粒子、上図：キラルドーパントの添加量を変えると液晶のピッチが変化するため、ピッチに応じて構

造色の色相が変えられる。下図：キラルドーパントの添加は、ピッチの変化だけでなく、液晶相も変化

が生じる結果、円偏光発光(CPL)の方向が反転する。 
 

 

 

図１.本研究で利用した液晶性分子、キラルドーパント、蛍光性分子の構造 
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注 5）ねじれ粒界相： 

液晶におけるねじれ粒界相(Twist Grain Boundary Phase, TGB 相)は、ねれ

じネマティック相と層状相の間に現れる相である。液晶分子は層状に並び、各層が

へねじれた構造を形成する。これにより粒界が生じ、規則的に配列する。 
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